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つ
か
る
と
、
大
量
の
雨
や
雪
を
も
た
ら
す
。
急

峻
な
地
形
ゆ
え
、
河
川
勾
配
は
急
で
、
土
砂
災

害
や
洪
水
を
起
こ
す
。
居
住
に
適
す
平
地
は
河

口
周
辺
の
低
地
に
限
ら
れ
る
た
め
、強
い
揺
れ
、

液
状
化
、
津
波
、
水
害
な
ど
の
災
い
を
受
け
や

す
い
。
日
本
の
自
然
は
、
風
光
明
媚
な
景
色
や

温
泉
な
ど
の
恵
み
を
与
え
る
慈
母
で
あ
る
と
同

時
に
、
災
い
を
も
た
ら
す
厳
父
で
も
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
中
で
、
先
人
た
ち
は
防
災
文
化
と
も

言
え
る
独
特
な
日
本
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
古

事
記
や
日
本
書
紀
に
描
か
れ
る
国
生
み
神
話

や
、
高
千
穂
の
天
孫
降
臨
神
話
、
天
岩
戸
神
話

な
ど
は
、大
規
模
火
山
噴
火
と
も
対
比
で
き
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

　

先
人
た
ち
は
、
多
く
の
災
害
を
経
験
す
る

中
、
防
災
の
日
常
化
を
実
践
し
て
き
た
。
危
険

を
避
け
た
場
所
に
集
落
を
作
り
、
集
落
内
で
助

け
合
い
、
過
去
の
災
害
教
訓
を
子
孫
に
伝
承

し
、
災
害
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
育
ん
で
き

た
。
梅
雨
時
に
雨
が
集
中
し
田
植
え
時
期
が
限

定
さ
れ
る
た
め
、
地
縁
の
強
い
地
域
共
同
体

を
形
成
し
、
地
域
で
協
力
し
て
田
植
え
を
し

た
。
こ
れ
が
、
自
助
力
・
共
助
力
の
源
泉
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
現
代
は
、
小
規
模
災
害
を

抑
え
る
建
設
技
術
を
手
に
し
、
多
く
の
人
が
人

工
物
に
囲
ま
れ
た
都
市
に
居
住
す
る
よ
う
に
な

り
、
災
害
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
失
い
、
自

助
力
を
減
退
さ
せ
て
き
た
。
独
身
世
帯
が
多

く
、
核
家
族
化
し
た
現
代
社
会
は
、
地
域
や
隣

人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
共
助
力
も
弱
く

な
っ
た
。
経
済
性
や
効
率
、
見
栄
え
を
優
先
し

た
バ
リ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
尊
ぶ
社
会

と
な
り
、
安
全
を
軽
視
し
が
ち
で
あ
る
。
法
規

制
や
科
学
技
術
の
お
か
げ
で
構
造
物
や
家
屋
の

耐
震
性
は
増
し
、
堤
防
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
は

整
備
さ
れ
た
が
、
災
害
危
険
度
の
高
い
場
所

に
ま
ち
が
広
が
り
密
集
度
が
高
ま
っ
た
た
め
、

脆
弱
度
（
V
u
l
n
e
r
a
b
i
l
i
t
y
）
の

解
消
と
ハ
ザ
ー
ド
（
H
a
z
a
r
d
）・
暴
露

（
E
x
p
o
s
u
r
e
）
の
増
大
が
相
殺
し
て

い
る
。
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◇　
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今
年
の
一
連
の
災
害
で
、
土
砂
崩
れ
、
土
石

流
、
た
め
池
の
決
壊
、
洪
水
や
高
潮
に
よ
る
浸

水
、
局
所
的
な
強
い
揺
れ
や
液
状
化
の
様
子
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
被
害
を
受
け
た
場
所
の

共
通
点
は
、
過
去
に
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
ハ

ザ
ー
ド
の
高
い
地
点
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
ま

ン
ト
ル
を
溶
か
し
、
マ
グ
マ
を
作
っ
て
火
山
生

成
物
を
噴
出
す
る
。
海
の
プ
レ
ー
ト
と
一
緒
に

移
動
し
て
き
た
海
中
生
物
の
死
骸
が
陸
に
く
っ

付
い
て
付
加
体
を
作
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
陸

地
に
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
な
ど
が
圧
力
を
か
け
、

そ
の
圧
縮
力
で
脊
梁
山
脈
を
作
っ
た
。
ア
ジ
ア

モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
季
節
風
が
こ
の
山
々
に
ぶ

日
に
猛
烈
な
風
と
高
潮
を
も
た
ら
し
た
台
風
21

号
が
上
陸
、
大
阪
府
を
中
心
に
12
名
の
死
者
を

出
し
た
（
9
月
10
日
、
消
防
庁
）。
翌
々
日
の

9
月
6
日
に
は
M
6
・
7
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
が
発
生
し
、
震
度
7
の
揺
れ
が
襲
っ
た
厚

真
町
で
は
山
々
が
大
規
模
崩
壊
、
札
幌
市
清
田

区
で
は
液
状
化
が
発
生
し
、
41
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
（
9
月
13
日
、
消
防
庁
）。
改
め
て
、

自
然
災
害
の
国
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
。

◇　
　

◇　
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そ
も
そ
も
日
本
列
島
は
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に

よ
る
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
島
弧
で
あ

る
。
プ
レ
ー
ト
と
共
に
沈
み
込
ん
だ
海
水
が
マ

さ
に
土
地
利
用
の
問
題
で
あ
り
、
自
治
体
が
公

表
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏
ま
え
た
居
住
地

選
び
の
大
切
さ
が
分
か
る
。
呉
市
、関
西
空
港
、

北
海
道
を
孤
立
さ
せ
た
交
通
途
絶
、
北
海
道
の

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
代
表
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
途
絶
な
ど
、
効
率
化
し
、
ぜ
い
肉
を
削
り
す

ぎ
た
社
会
の
脆
さ
も
知
っ
た
。
島
根
と
大
阪
の

地
震
被
害
の
違
い
か
ら
、
人
と
物
の
過
度
な
集

積
の
危
さ
も
分
か
る
。
国
難
と
も
言
わ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
を
前
に
、
今

一
度
、
自
然
へ
の
畏
怖
の
念
を
取
り
戻
し
、
社

会
や
個
人
の
あ
り
様
を
見
直
し
た
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

　
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦
殆
う
か
ら
ず
」

と
い
う
格
言
が
あ
る
。
地
震
の
怖
さ
を
知
れ

ば
、「
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
」
と
危
険
を

避
け
れ
ば
よ
い
。
自
分
の
弱
さ
を
知
れ
ば
、「
転

ば
ぬ
先
の
杖
」
と
、
自
ら
備
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
結
果
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」と
、

被
害
を
抑
止
し
、
地
震
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
互
い
に
助
け
合
う
自
律
・
分
散
・
協

調
型
の
共
助
社
会
を
作
る
こ
と
で
、「
災
い
転

じ
て
福
と
な
す
」
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
今
こ

そ
、
先
人
の
知
恵
を
活
か
す
必
要
が
あ
る
。

予
知
か
ら
防
災
へ

︱
「
彼
を
知
り
己
を
知
れ
ば

百
戦
殆
う
か
ら
ず
」
で

大
災
害
を
乗
り
越
え
る
︱

　

今
年
に
入
っ
て
自
然
災
害
が
続
発
し
て
い

る
。
年
初
の
1
月
23
日
に
草
津
白
根
山
が
噴
火

し
自
衛
官
が
1
名
亡
く
な
っ
た
の
を
始
め
、
2

月
上
旬
に
は
北
陸
・
福
井
を
中
心
と
し
た
豪
雪

で
12
名
が
命
を
落
と
し
、
3
月
6
日
に
霧
島
連

山
の
新
燃
岳
が
噴
火
、
4
月
9
日
に
M
6
・
1

の
島
根
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し

た
。
そ
し
て
、
6
月
以
降
の
立
て
続
け
の
災
害

発
生
は
著
し
い
。
6
月
18
日
に
M
6
・
1
の
大

阪
府
北
部
の
地
震
で
5
名
が
犠
牲
に
な
り
、
7

月
上
旬
に
は
西
日
本
豪
雨
（
平
成
30
年
7
月
豪

雨
）
に
よ
り
、
12
府
県
で
死
者
2
2
1
人
・
行

方
不
明
者
9
名
を
出
し
た
（
9
月
5
日
、
内
閣

府
）。
7
月
末
の
逆
走
し
た
台
風
12
号
、
7
月

～
8
月
の
記
録
的
な
猛
暑
を
挟
ん
で
、
9
月
4
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